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2011年 3月 31日 
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代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  宮 田  昌 彦 
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問 合 せ 先  専 務 取 締 役  竹 内  謙 弐 
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セント・ジュード・メディカル株式会社との 

販売代理店契約一部変更（延長等）に関するお知らせ 

(当社主力製品の自社販売への切替について) 

当社グループは、セント・ジュード・メディカル株式会社との、当社製品 PTCAガイドワイヤーなどの

日本市場における販売代理店契約の一部を変更し、再契約致しましたので、下記の通りお知らせ致しま

す。なお、この契約の変更に伴い、2012年 2月 1日より、当社グループの主力製品 PTCAガイドワイヤー

については、当社グループ会社より、病院などに対して直接販売を行うこととなります。 

 

記 

 
当社グループは、セント・ジュード・メディカル株式会社との間において、当社グループの主力製品

PTCA ガイドワイヤーなどの日本国内における販売代理店契約を 2000年より締結し、現在では PTCAガイ

ドワイヤーは国内トップシェアを保有するに至っております。 

しかしながら一方、国内の医療機器業界は、国民医療費増加の抑制や内外価格差の是正を目的として、

厚生労働省により継続的な特定保険医療材料の保険償還価格の引下げや、診療報酬包括化等の医療制度

改革が進められるなど、厳しい環境下に置かれており、合理化と企業戦略の見直しが求められていると

いえます。そのような中で当社グループは、国内海外ともに、対象製品や地域特性によっては、販売代

理店を通さず、当社グループの子会社や販売支店が病院などに対して直接販売(デリバリーのみを行う代

理店への販売を含む)を行う体制への移行を進めつつあります。 

 つきましては、その戦略の一環として、今回、当社グループの主力製品である PTCAガイドワイヤーの

契約を、2012 年 2月 1日より、当社グループの朝日インテック Jセールス株式会社が病院などに対して

直接販売を行う方法に変更することを決定致しました。(なお、2011 年 12月まではセント・ジュード・

メディカル株式会社が販売を行い、2012 年 1月はセント・ジュード・メディカル株式会社と朝日インテ

ック Jセールス株式会社が併売する移行期間を設ける予定です。) 

これまでも当社のブランド製品である貫通カテーテル「Corsair」や PTCA バルーンカテーテルなどの

製品については、当社グループの朝日インテック J セールス株式会社が販売を行っており、順調に取引

を拡大しつつあります。今回の販売チャネルの切り替えにより、収益の拡大がなされることを見込んで

おり、当契約を変更・締結致しております。 

また、PTCA ガイドワイヤーを除く他の製品(PTCAガイディングカテーテル・血管造影用ガイドワイヤ

ー・血管造影用カテーテル・ペリフェラルガイドワイヤー)については、今後も引続き、セント・ジュー

ド・メディカル株式会社を通じて病院などに販売することを決定致しました。 
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1. 日程： 

･  取締役会決議日 2011 年 3月 31 日 

･  契約書締結日  2011 年 3月 31 日 

 

2. 主な更新の内容  

･ 契約期間の延長変更 

 

販売契約の対象製品 旧 契約期間 新 契約期間 

PTCAガイドワイヤー 
2007年 7月 1日 

～2011年 6月 30日 

2011年 4月 1日 

～2012年 1月 31日 

PTCAガイディングカテーテル 
2006年 5月 22日 

～2011年 6月 30日 

2011年 4月 1日 

～2013年 6月 30日 

血管造影用ガイドワイヤー  

及び 血管造影用カテーテル 

2007年 7月 1日 

～2011年 6月 30日 

2011年 4月 1日 

～2013年 6月 30日 

ペリフェラルガイドワイヤー 

2009年 12月 1日 

～2011年 6月 30日 

以後 1 年ごとに自動更新 

2011年 4月 1日 

～2013年 6月 30日 

 

3. セント・ジュード・メディカル株式会社の概要 

社  名   ： セント・ジュード・メディカル 株式会社 

住 所  ： 東京都港区東新橋一丁目 5番 2号 汐留シティセンター 

事業内容 ：  医療機器の輸入および販売 

U  R  L  ：  http://www.sjm.co.jp/index.html 

 

4. 業績に与える影響 

今回の契約期間延期における業績に与える重要な影響は、2011年6月期に対してはございません。 

2012年 6月期の業績に与える影響はございますが、2012年 6月期の業績予想は、改めてご報告申し上げ

る予定です。 

以上 


